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温

職

者

暮
し
に
く
さ
の
怒
り
の
声
を

挙
げ
よ
う
、
も
つ
と
堂
々
と
出

縮
会
開
催
御
案
内

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」
第

一
三
回
定
期
総
会

●
総

会

議

案

二
～

五

ペ

ー
ジ

を

御

覧

下

さ

い
。本

年

退

職

さ

れ

た
未

加

入

の

方

も
当

日
、

来

場

御

入
会

大

歓

迎

で
す

。

お
誘

い
合

わ

せ

の
上

、

御

出
席

下
さ

い
。
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♪
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な
お
、
ご
出
席
の
方
に
は
　
♪

”

粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。　
　
　
”

”
　
　
ま
た
、
総
会
終
了
後
、
９
　
跡

♪
　
Ｆ
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ガ
ル
」
に
　
♪

ル

お
い
て
懇
親
会
を
開
催
し
ま
　
脚

”

す
。
約

一
時
間
、
飲
物
、
軽

ル

♪

食
の
他
、
カ
ラ
オ
ケ
、
舞
踊

♪

”

等
、
飛
入
り
歓
迎
の
、
楽
し
　
”

ル
　
い
心
温
ま
る
一
日
を
過
ご
し
　
”
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ま
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。
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●
と
　
き

六
月

二
六

国
内

午
後

二
時

～
四
時

●
と

こ
ろ

県
立
か
な
が
わ労

働
プ

ラ
ザ

（旧
県
立
勤
労
会
館

・

略
称

Ｌ
プ

ラ
ザ
）

四
階
第

五

・
六

・
七
会
議
室

（電
話
）
〇
四
五
曲
六

一
一
〇

●
交
　
通

Ｊ

Ｒ
根
岸
線

石
川
町
駅
北

回

下
車

五
分

花の高速城批公園
一こだま会旅行の会―

コヒガン桜が、見事に満開でした。参加の

皆さんの突顔も負けずに満開です。カラー写

真でないのが残合イ′

(詳しくは6ベージ参照)
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一
九
九
六
年

（平
成
八
年
）

Ｉ
　
活
発
な
二
つ
の
委
員
会
活
動

＊
法
律
　
税
務
　
保
険
年
全
相
談
始
ま
る

（総
務
企
画
委
員
会
）

昨
年
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

る
と
、
女
性
会
員
の
半
数
は
配
偶
者
な
し
、

四
分
の

一
は

一
人
暮
ら
し
で
あ
る
。
ま
た

男
性
会
員
の
２９
％
は
悩
み
ご
と
の
相
談
相

手
が
い
な
い
と
答
え
て
い
る
。
様
ざ
ま
な

問
題
を
、
専
門
家
の
手
を
借
リ
ス
ム
ー
ズ

に
解
決
で
き
る
よ
う
、
法
律
　
税
務

・
保

険
年
金

シ
ル
バ
ー
リ
ホ
ー
ム

葬
祭
な
ど

相
談
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。
県

職
労
の
顧
問
な
ど
の
方
が
、
誠
実
に
対
応

し
て
く
れ
る
の
で
、
是
非
活
用
さ
れ
た
い
。

＊
旅
行
の
会
で
は

初
め
て
の
バ
ス
貸
し
き
り
実
現
″

（趣
味
の
会
推
進
委
員
会
）

「
歴
史
教
室
」
は
、
開
催
回
数
も
多
く
、

時
に
は
四
〇
名
を
超
え
る
参
加
者
を
得
て
、

会
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
。特
別
講

師
荒
井
太
郎
氏
の
献
身
的
奉
仕
が
大
き
い
。

「健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
会
」
は
松
尾
良
文

氏
を
リ
ー
ダ
ー
に
、
秋
は
足
柄
古
道
、
春

は
田
市
の
梅
林
に
い
っ
た
。
参
加
者
を

一

五
名
前
後
に
し
て
、
行
動
の
安
全
を
計

っ

て
い
る
。

四
月
に
南
北
朝
史
跡
め
ぐ
り
を
実
施
し

た

「
旅
行
の
会
」
で
は
、　
一
一
月
に
は
会

と
し
て
初
め
て
の
バ
ス

一
台
を
貸
し
き
り
、

三
河
の
呑
嵐
渓
に
紅
菜
を
賞
で
好
評
を
博

し
て
い
る
。

ネ
集
団
編
集
体
制
で

″会
員
の
顔
の
見
え
る
会
報
″
を

（広
報
編
集
委
員
会
）

会
報
三
五
―
三
七
号

（会
計
年
度
に
よ

る
）
総
ペ
ー
ジ
数
三
二
ペ
ー
ジ
を
発
行
し

た
。
体
制
も
軌
道
に
の
り
、
な
か
で
も
山

口
順
久
氏
に
よ
る

「
退
職
後
の
年
金
　
健

康
保
険
の
手
続
き
に
貴
方
も
挑
戦
し
ま
し

ょ
ぅ
　
９７
年
度
」
は
、
前
年
度
の
好
評
に

応
え
引
き
続
き
三
七
号
の
特
集
と
し
て
刊

行
し
た
。

年
二
回
の
発
行
を
四
回

へ
の
追
求
は
、

未
だ
弱

い
編
集
体
制
、
刊
行
経
費
な
ど
の

問
題
で
、
依
然
懸
案
と
な

っ
て
い
る
。

工
　
あ
と

一
歩
で
会
員

八
〇
〇
名

に

＊
入
会
の
状
況

告 度

1996年度 事 務局だより (主な行事など)
(1996 4 1～ 1997 3 31)

月 日 頂 日 月 日 頂 目

4

5

6

7

8

9

10

1 1

5 CI

14(3)～

16おヽ

25(水|

3α,0

7(,o

91和

141ブ↓

2α月)

31(3

21X和

221J

24(カ

271J

21X t

l(日)―

2(月)

〕1)3

91加

1511J

24和

23月)

3α水)

3C)

第25回歴史教草 「鎌倉五山と回主の鐘について」42名

旅行の会 「荷北朝史跡めくりJ花 の吉野山 笠 置山

千早城跡 柳 生の里 25名  (県 観光バス利用)

広報編集委員会 会 報第35号編集会議

総務企画委員会 会 員アンケート取りまとめ

こだま会会計監奔

会員アンケートの結果を印刷製本

幹事会 結 会準備打ち合わせ

第13会歴史散歩 「鎌倉五山と目宝の鐘めくりJ35名
こだま会報35号発行 結 会案内状発送

第12回定期結会 (県立かながわ労働ブラザ大会訳室)

73名 総 会終了後懇親会

社理教三 「票膳健康づくり講演会」

第26回歴史教室 「秀吉の妻 お ねJ43名

幹事会 本 年度活動方針実施検討ほか

広報編集委員会 会 報第36号編集会議

第10回日本高怖者大会 (愛知県)参 加4名

こだま会報36号発行

第14回歴史散歩 「秋の鎌台 寺 宣 国 宝 美 術工芸を

訪ねて」33名

幹事会

健康ウォーク 「足柄峠の古道を歩く」15名

足柄駅一定柄峠―残河小山駅
一人にっち会員紋励訪問 (平塚養護老人ホーム)5名

神奈川自治労連退職者総会 (横浜市従会館)参 加 6名

広報編集委員会会報第37号編集会議

1 1

12

2

3

1

1]カ

181月十

25 rll～

2駅カ

30(コ

]日)

10(カ

14ひせ

171掛―

18(コ

2叡和

2歓カ

4(カ

121水)―

2引カ

7建 ―

171月|

111カ

は
捌
酬

相模原特別養護老人十一ム
「ヨスモスセンターJ施 設

見学勉強会 6名

第27回E宅 教宮 ‐方ケ‖す 脱 島の史跡を訪ねてJ41名
バス1台貸切り 旅 行の会

「香嵐浅のfI美と二ヶ日温

泉の旅」30名

県職労結成50周年大会に参加 (新横浜ホ
ール)

神奈川自治労進退職者会第2回手づくり文化祭に参加

12名 (横浜市従会館)

幹事会 相 談事業実施計画検討にか

結務企画委員会 相 談事業打ち合わせ

神奈川自i台労=退 職者会 新 春交流会に参加 (鎌倉

逗子)

第28回燈史教室 「式日信玄の娘 信 lA尼」35名

こだま会報37号発行

幹事会 退 職予定者大会前誘対策の検討

職員課主催lR戦者説明会に参加
.こだま会Jの 概要説

明 2/12高 相合庁 2/18 2/25本 庁大会議室

2/20平 塚 IヽNビ ル

県駐労支部主催 「退職者慰労のつどい」に参加
「こだ

ま会」の概要説明 3/7安 甲支部 3/11横 浜市支

部 横 浜北支宮F 3/1248南 支=は 3/13西 細支部

3/17本 庁支部

健康ウォーク 「春を求め田浦梅林と付近の丘陸散策J
16名 田 浦駅―梅林―上二子山一逗子駅

県職労壮年吉F総会に参加 (大平荘)

広報編集委員会 会 報の刊行方針打ち合わせ
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昨
年
三
月
末
の
会
員
は
七
二
〇
名
で
あ

っ
た
が
、
本
年
三
月
末
で
は
七
人
七
名
（年

会
費
七
九
名

・
終
身
会
費
七
〇
八
名
）
死

亡
者
を
除
く
純
増
は
七
八
名
で
あ
る
。

今
年
の
退
職
者
は
約
二
〇
〇
名
で
あ

っ

た
が
、
引
き
続
き
非
常
勤
で
残
る
も
の
も

多
く
、
三
年
後
の
退
職
時
に
再
度
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
入
会
勧
誘

の
取
り
組
み
は

「事
務
局
便
り
」
の
と
う

り
で
あ
る
。

十
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
維
持
す
る

事
務
局
体
制

週

一
回
、
原
則
と
し
て
毎
週
火
曜
日
の

午
前

一
〇
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
役
員

五
、
大
名
が
、
県
職
労
本
部
三
階
事
務
室

に
集
ま
り
会
員
の
入
退
会
、
財
政
、
火
災

共
済
、
広
報
、
趣
味
の
会
運
営
な
ど
話
活

動
を
行

っ
て
い
る
。

米
活
動
の
源
泉
＝
財
政

会
計
は

一
般
会
計
と
積
立
金
会
計
の
二

本
建
て
で
あ
る
。
終
身
会
費
は
積
立
金
会

計
に
積
み
立
て
、
こ
の

一
六
分
の

一
の
約

七
〇
万
円
を
毎
年
取
り
崩
し
て

一
般
会
計

に
繰
り
入
れ
、
県
職
労
か
ら
の
助
成
金

一

〇
〇
万
円
、
事
業
収
入
約
四
〇
万
円
、
雑

収
入
約
二
〇
万
円
な
ど
で
単
年
度
の
財
源

と
し
、
諸
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
「
歴

史
教
室
」
「
旅
行
の
会
」
な
ど
は
、
参
加

者
の
実
費
集
担
で
行

っ
て
い
る
。

増
大
す
る
会
員
の
要
望
に
応
え
て
諸
事

業
が
活
性
化
し
、
支
出
が
増
え
る
傾
向
に

あ
り
財
政
基
盤
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い

Ｚつ
。

田
　
そ

の
他

中
消
費
税
反
対
の
請
願
署
名
に
取
り
組
む

消
費
税
５
％
引
き
上
げ
に
反
対
し
、
廃

上
を
求
め
、
当
面
食
料
品
の
非
課
税
を
要

求
す
る
衆

・
参
両
院
議
長
あ
て
の
請
願
署

名
を
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
、
多
く

の
方
が
参
加
し
た
。

ネ
楽
し
い

″
９６
手
づ
く
り
文
化
祭
″
ほ
か

横
浜
市
従
　
鎌
倉
市
職
各
退
職
者
会
と

と
も
に
神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会

の

″
９６
手
づ
く
り
文
化
祭
″
が
、　
〓

一月

一

日
に
横
浜
市
従
会
館
で
行
わ
れ
、
こ
だ
ま

会
か
ら
も
日
本
舞
踊
な
ど
に
出
演
し
て
楽

し
く
交
流
し
た
。

ま
た
、　
一
月

十
七
、　
一
人
日
に
は
、
鎌

倉
で
新
年
交
流
会
が
実
施
さ
れ
、
交
流
を

深
め
た
。

＊
日
本
高
齢
者
大
会
に
六
千
人
集
ま
る

九
月

一
、
二
日
、
名
古
屋
で
第

一
〇
回

日
本
高
齢
者
大
会
が
開
か
れ
、
消
費
税

・

介
護

・
沖
縄
な
ど
六
千
人
の
熱
気
を
は
ら

ん
だ
集
会
と
な
っ
た
。
本
会
か
ら
も
四
名

が
、
旅
費
宿
泊
費
自
個
負
担
で
参
加
し
た
。

一般会計 1996年 (平成 8年 )度 収支決算
支 出          (19964 ]-1997331)単 位 円収  入

積立金会計 1996年 (平成 8年 )度 収支決算
支 出         “ 9964 1-199733D単 位 円

会 言十監 査 幸『告  1996年 (平成 8年 )度
一般会計並びに積立金会計について、それぞれの収支証3F■書類、預

金通帳等の監査を致しました結果、家当に執行されているものと認めます。

収

項    目 予算額 決算額 摘 要 項   目  1 予 算額 決算傾 摘 要

1会 費 1 305 000 1 509 000 1活  動  費 800 000 852 585

会

一宝

年 会  費 180 000 209 000 o 3 0 0 0 H×
い 名

i n  t t  R F今1 4 0 0 0日
活
動
費

事 務 局 賓 600 000 601 139

終 身会 費 1 125 000 1 300 000 025000円 X52名 行 動  費 200 000 251 446

2県 駐労助成金 1 000 000 984 870 2広  報  費 500 000 497 641

3事 業 収 入 400 000 470 907 全労清事務費 34 会  費 450 000 452 580

4雑  収  入 7 707 4会  議  費 250 000 247 044

5積 立金取航し 811 000 811 000 5通  ln 費 200 000 210 976

6前 年度繰越金 40 519 40 519 6見 舞 共情費 250 000 240 944

7荷  立  金 1 125 000 1 300 000

8予  備  費 25 000 0

計 3 600 000 3 824 003 計 3 600 000 3 801 770 翌年度繰題全22233円

項    目 予算額 決算須 摘 要 項    目 予算額 決算額 摘 要

前年度繰越金 6 994 065 6 994 065 本 年 度 支 出 811 000 811 000 一校会計へ繰出し

本 年 度 収 人 1 225 000 1(384 171 次年度繰越金 7 408.065 7 567 236

内

　

訳

積 立  金 1 125 000 1(3001000
-11会 計より繰入れ

オ」   富 100 000 84 171 労働金臣定期預金

計 8 219 065 8 378 236 計 8 219 065 8 378 236

監査 上 野多恵子 ④   古 怒口富士
一 ①1997年 5月 8日
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一
九
九
七
年

（平
成
九
年
）
度

活

動

方

針

（案
）

Ｉ
　
私
た
ち
を
と
り
ま
く
情
勢

消
費
税
５
％
へ
の
引
き
上
げ
が
四
月

一
日
か

ら
強
行
さ
れ
た
。
今
後
、
ニ
ケ
タ
税
率
を
計
す

の
か
、
こ
れ
を
く
い
止
め
消
費
税
廃
止
の
方
向

に
進
む
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
に
か
か
っ
て

い
る
。

沖
縄
県
民
の
財
産
を
奪

い
、
無
期
限
に
米
草

基
地
と
す
る

「米
軍
用
地
特
結
法
」
の
改
悪
が

ご
り
押
し
さ
れ
た
。
わ
ず
か

一
〇
日
間
の
審
議

で
衆
議
院
の
九
割
が
賛
成
す
る
異
常
な
事
■
に
、

与
党
の
衆
院
安
保
特
別
委
員
長
野
中
広
務
氏
で

す
ら
本
会
議
で

「
大
政
翼
賛
会
の
危
険
」
を
警

告
し
た
。

審
議
を
空
洞
化
し
多
数
決
で
強
行
す
る
こ
の

手
法
は
　
い
ま
国
会
に
出
さ
れ
て
い
る
医
療
保

険
改
悪
案
と
介
護
保
険
法
案
に
も
踏
襲
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

医
療
保
険
の
改
悪
は
重
大
で
あ
る
。
患
者
本

人
の
医
療
費
負
担
を
倍
増
し
、
薬
代
に
新
た
な

自
己
負
担
を
導
入
、
二
兆
円
も
の
負
担
増
で
国

民
を
脅
し
つ
け
て
病
院

へ
行
き
に
く
く
し
、
医

療
費
を
抑
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
と
り
わ
け

高
齢
者
は
深
刻
で
あ
る
。
「赤
字
」
と
い
う
な

ら
、
悪
徳
医
者
　
医
師
会
に
こ
そ
メ
ス
を
入
れ

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

「負
担
あ

っ
て
介
護
な
し
」
、
中
身
が
貧
弱

で
毎
月
の
掛
け
金
と
利
用
時
の
負
担
金
な
ど
、

取
ら
れ
る
ば
か
り
の
介
護
保
険
制
度
も
問
題
で

あ
る
。
公
費
に
よ
る
措
置
な
ど
を
よ
り
充
実
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

来
年
四
月

一
日
か
ら
…
曜
用
保
険
に
よ
る
失

業
給
付
を
受
け
て
い
る
間
、
年
令
が
停
止
さ
れ

る
。
小
泉
厚
生
大
臣
は
、
年
金
財
政
再
計
算
期

に
、
年
金
支
給
開
始
年
齢
六
五
歳
を
六
七
歳
に

引
き
上
げ
ざ
る
を
え
な
い
と
発
言
し
た
。
年
金

審
議
会
は
、
年
金
額
の
引
き
下
げ

（最
高
額
月

一
六
万
五
千
円
打
ち
切
り
）
、
物
価
ス
ラ
イ
ド

賃
金
ス
ラ
イ
ド
の
廃
止
、
掛
け
金
の
ボ
ー
ナ
ス

を
含
む
年
間
給
所
得
か
ら
の
徴
収
と
事
業
主
婦

か
ら
の
徴
収
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
う

な

っ
た
ら
、
老
後
の
生
活
は
重
大
な
危
機
に
直

面
す
る
。

し
か
し
、
「消
費
税
を
許
す
な
」
の
署
名
は

全
国
で
千
三
百
万
人
を
越
え
、
「
医
療
保
険
改

悪
反
対
」
の
署
名
は
す
で
に
千
四
百
万
人
に
達

し
て
い
る
。
沖
縄
の
島
を
あ
げ
て
の
抗
議
の
声

も
ま
た
炎
の
よ
う
に
然
え
上
が
っ
て
い
る
。

一
人
ひ
と
り
で
は
小
さ
く
て
弱
い
力
で
も
、

集
ま
れ
ば
大
き
な
強
い
力
に
な
る
。
い
ま
　
戦

前
の
翼
賛
政
治
と
は
違
う
巨
大
な
潮
流
が
成
長

し
つ
つ
あ
る
。

Ｅ
　
活
動
方
針

会
員
の
要
望
や
意
見
に
そ
っ
て
、
み
ん
な
が

参
加
で
き
る
楽
し
い
催
し
や
、
要
求
実
現

へ
の

取
り
組
み
を
進
め
る
。

ネ
要
求
で

一
致
し
、出
来
る
こ
と
か
ら

一
歩

一
歩

医
療
保
険
改
悪
に
反
対
し
、
介
護
保
険
の
充

実
を
求
め
、
年
金
制
度
の
改
悪
を
阻
止
し
、
消

費
税
の
廃
止
を
追
求
す
る
。

政
府
　
財
界
は

「高
齢
者
は
金
持
ち
だ
ヽ
自

立
自
助
で
」
「受
益
者
負
担
を
」
と
攻
拝
し
て

い
る
。
こ
れ
に
負
け
な
い
よ
う
年
金
問
題
や
介

護
保
険
な
ど
資
料
提
供
　
学
習
会
を
お
こ
な
う
。

署
名
活
動
な
ど
、
出
来
る
こ
と
か
ら

一
歩

一

歩
進
め
、
要
求
で

一
致
す
る
他
出
体
と
も
協
力

し
て
、
そ
の
実
現
に
迫
る
。

本
会
部
の
充
実
を
は
か
ろ
う

年
二
回
発
行
し
て
い
た
も
の
を
増
や
す
こ
と

を
目
指
し
、
会
の
催
し
も
の
の
お
知
ら
せ
や
、

必
要
な
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
す
る
。

ネ
相
談
事
業
　
福
利
厚
生
活
動
で
は

法
律
　
税
務
　
保
険
年
金
　
リ
ホ
ー
ム
相
談

と
と
も
に
慶
弔
共
済
　
火
災
共
清
　
交
通
災
害

共
清
　
自
動
車
共
済
　
終
身
保
障
制
度
　
行
事

ス
ポ
ー
ツ
共
済
　
ゴ
ル
フ
保
険
　
コ
ー
プ
葬
祭

な
ど
、
退
戦
後
の
有
利
な
福
利
厚
生
を
充
実
す

″つ
。

ネ

一
〇
〇
〇
名
の
会
員
を
目
指
し
て

県
職
労
壮
年
部
や
各
支
部
分
会
と
協
力
し
て
、

五
五
才
以
上
の
現
職
組
員

（非
常
勤
を
含
む
）

に

「
こ
だ
ま
会
報
」
を
配
る
な
ど
、
日
常
的
な

つ
な
が
り
を
強
め
、
退
職
後
の
共
済
事
業
維
続

ピ
ー
ア
ー
ル
な
ど
に
よ
り
、
会
員
の
増
加
を
は

か
る
。

ネ
事
務
局
体
制
の
強
化

年
々
事
務
量
が
増
大
す
る
が
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
協
力
が
得
難
い
。
現
在
六
名
の
戦
カ

は
限
界
で
あ
る
。
各
委
員
会
、
趣
味
の
会
ご
と

に
別
に
担
当
を
受
け
持
つ
よ
う
な
、
人
材
の
発

掘
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

＊
そ
の
他

横
浜
市
従
　
鎌
倉
市
職
各
退
職
者
会
と
と
も

に
県
自
治
労
連
退
職
者
会
や
、
″手
づ
く
り
文

化
祭
″、
メ
ー
デ
ー
、
全
国
や
関
東
の
高
齢
者

集
会
　
高
齢
者
交
流
会

（神
奈
川
）
な
ど
に
参

加
す
る
。

率
各
委
員
会
の
活
動
目
標

企
画
委
員
会

活
動
と
財
政
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
つ

つ
、
長
期
的
財
政
見
通
し
と
そ
の
基
盤
強

化
を
は
か
る
た
め
収
益
事
業
な
ど
の
検
討

を
す
る
。

趣
味
の
会
推
進
委
員
会

会
員
の
永
年
培
っ
た
趣
味
を
持
ち
寄
り
、

み
ん
な
で
楽
し
も
う
。
従
来
の
部
会
は
、

な
お

一
層
の
充
実
を
は
か
る
。
新
部
会

新
企
画
の
リ
ー
タ
ー
を
発
掘
し
、
そ
の
実

現
を
目
指
す
。

広
報
福
集
委
員
会

楽
し
く
、
親
し
ま
れ
、
頼
り
に
な
る
会

報
を
。
情
報
量
の
増
加
を
目
指
し
、
経
費

を
抑
え
な
が
ら
、
年
三
回
に
加
え
臨
時
号

一
回
の
刊
行
を
試
行
す
る
。
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頂    日 予算額 摘 要 項    目 予算額 摘 要

1会     費 1 395 000 1活  動  雷 800 000

本
万
　
　
”
【

年 会  費 195 090 03000円 ×65名 活
動
賓

事務局受 600 000 事務用品、諸経費、通勤費等

終 身合費 1 200 000 @25000X4S名 行 動 賞 200 000 各種会合 交 通費等

2県 職労助成全 1 000 000 2広  報  費 500 000 会親編集 印 刷費等

3事 業 収 入 470 000 共i斉事業受託収入 3絡  会  費 450 000 定HB絡会及び懇親会費

4雑  収  入 22 767 預金利や、広告収入等 4会  議  費 240 000 幹
事 会 お よび企画  広 報

趣味 告委 員会費

S積 立金取崩じ 740 000 … 5通  信  費 200 000 郵便|'金等

6前 年度繰越金 22 233 6見 舞共済挙卜金 250 000
合労 協 セ ット共済 (会目お よび尿
族 弔慰 全  災 害 見キ 金 )掛 金等

7積  立  金 1 200 000 終身会費25000円 ×48名

S予  備  費 10 000

計 3 650 000 P l 3 650 000

積立金会計 1997年 (平成 9年 )度 収支予算 (栗)

一般会計 1997年 (平成 9年 )度 収支予算 (栗)
r1997 4 1～ 1998331)単 位 円

“9974 1～ 1998331)単 位 円

支  出

支  出

収  入

収  入

欧
米
で
は
、
老
人
が
自
分
た
ち
の
利
益

の
た
め
、
国
政
に
直
接
影
響
力
を
持
と
う

と
し
て
い
る
。
テ
レ
ビ
で
は
、
ア
メ
リ
カ

と
オ
ラ
ン
ダ
の
退
職
者
パ
ワ
ー
を
リ
ポ
ー

ト
し
た
。

①
ア
メ
リ
カ

米
大
統
領
送
を
揺
る
が
す
、
米
国
退
職

者
協
会

（
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｐ
）

三
三
〇
〇
万
人
の
会
員
を
有
す
る
世
界

最
大
の
老
人
政
治
団
体
の
米
国
退
職
者
協

会
は
、　
一
九
五
八
年
に
設
立
。
米
国
独
特

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
会
員
を

増
や
し
、
口
会
員
等

へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス

い
地
元
国
会
議
員
を
始
め
、
議
会
や
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
ヘ
の
電
話
攻
勢
陳
情
　
０
貧

困
差
別
解
消
運
動
～
貧
困
率
が
２０
年
で
２９

％
か
ら
１０
％
に
縮
小
　
０
各
地
で
パ
ー
テ

ィ
を
開
き
会
員
の
交
流
を
は
か
る
　
０
と

要
に
応
じ
デ
モ
を
行
う
。

な
ど
で
、
今
や
政
治
家
た
ち
も
無
視
で

き
な
く
な
り
、
総
会
に
は
大
統
領
も
出
席

し
て
祝
辞
を
述
べ
る
ま
で
に
な

っ
て
い
る
。

②
オ
ラ
ン
ダ

老
人
ホ
ー
ム
か
ら
誕
生
し
た
政
党
～
全

国
高
締
者
連
合
～
国
会
議
員
九
名
。

政
党
と
し
て
も
、
極
端
な
老
人
エ
ゴ
に

な
ら
ず
、
国
民
の
理
解
を
求
め
る
こ
と
を

基
本
に
。

③
年
金
財
政
確
保
の
た
め
、
年
金
上
限

額

（年
金
束
結
）
提
案

（日
本
円
換
算
二

四
万
円
）

①
案
剤
過
剰
診
療
抑
制
運
動

〇
国
家
予
算
の
３０
％
の
年
金
準
備
金
創
設

①
老
人

へ
の
最
低
生
活
保
障
　
⑤
老
人
も

美
し
く
、
老
醜
か
ら
の
脱
却
の
た
め
、
美

容
院
経
営
　
①
老
人
ホ
ー
ム
で
老
後
を
楽

し
く
生
甲
斐
づ
く
り

な
ど
の
運
動
で
有
力
政
党
と
し
て
活
躍
、

こ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
、
中
年
の
５５
オ
政
党
、

シ
エ
ア
二
〇
〇
〇
年
政
党
が
誕
生
し
、
と

も
に
協
力
ま
た
は
論
争
を
通
し
て
、
２‐
世

紀

へ
の
明
る
い
展
望
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
の
政
党
の
現
状
弱

小
、
乱
立
は
嘆
し
い
。
何
と
か
な
ら
な
い

か
。

（Ｋ
）

項    目 予算額 摘 要 項    目 予算額 捕 要

前年度繰越金 7 567 236 本 年 度 支 出 740 000 一般会計へ繰出し

本 年 度 収 入 1 232 764 次年度操越金 8 110 000

内
　

訳

f自 立  金 1 200 000 一|え会計より探人れ

千」   や 82 764 労働金庫定期拒金

計 8 850 000 計 8 850 000

南
く
べ
き
〃

欧
米
の
退
職
者
パ
ワ
ー

⌒
Ｎ
Ｈ
Ｋ
数
時
炉
却
　
脚
開
一３‐。
一塑
門
勲
）
か
ら
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長
野
善
光
寺
と

花
め
ぐ
り
の
旅
旅

行

の

会

と
　
き
　
四
月

一
七
日
内
十

一
人
日
０

コ
ー
ス
　
出
発
地
＝
高
遠
＝
大
町
温
泉

（泊
）
＝
善
光
寺
Ｈ
更
埴
あ

ん
ず
の
里
Ｈ
小
話
模
古
園
＝

出
発
地

横
浜
　
厚
木
で
２９
名
の
会
員
を
乗
せ
貸

切
リ
バ
ス
で
出
発
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
途

中
混
雑
も
な
く
、
雲
を
頂
く
富
士
山
を
眺

め
な
が
ら
、
富
士
五
湖
道
路
を
、
業
の
花
、

山
桜
に
見
送
ら
れ
て
、
甲
府
市
内
に
入
る
。

人
ヶ
岳
Ｐ
Ａ
で
休
憩
後
、
春
霞
の
富
士
高

原
辺
り
で
、
車
内
弁
当
に
舌
鼓
を
う
ち
、

中
央
道
を
走
り
茅
野
市
内

へ
。

た
甲
え
肝
ハ
ウ
た
の

な

ら

彰

ｋ

け

り
１

あ

Ｊ
ぅ
ち

子

侵

，角
ノ
つ
ノ
―ヽ
―
―
え
た
町

れ

が

た
か
と
ふ
は
山
掃
の
ま
ち
古
き
町

ゆ
き
あ
ふ
子
ら
の
う

つ
く
し
き
町

田
」――
花
袋

高
這

へ
の
道
路
は
狭
く
、
花
見
の
自
家

用
車
　
観
光
バ
ス
が
集
中
し
て
い
る
た
め
、

社
突
街
道
の
カ
ラ
松
林
を
ノ
ロ
ノ
ロ
と
進

む
。
城
止
を
望
む
所
に
来
た
も
の
の
、
車

と
人
で
溢
れ
て
い
る
の
で
、
下
車
し
て
歩

い
て
高
違
城
址
公
園

へ
。
上
を
見
上
げ
れ

ば
満
開
の
す
ば
ら
し
い
コ
ヒ
ガ
ン
桜
の
中

に
、
城
を
登
る
人
の
帯
が
長
く
統
く
。
約

４０
分
も
か
か
り
、
公
園
に
到
着
す
る
。
花

の
絶
景
に
感
嘆
の
声
が
続
く
。
（巻
頭
写
真

参
照
）

満
足
感
を
後
に
立
山
黒
部
ア
ル
ベ
ン
ル

ー
ト
に
続
く
大
町
温
泉
の
旅
館

へ
。
新
し

い
叶
家
旅
館
の
廊
下
に
は
、
明
治
　
江
戸

平
安
時
代
を
体
ば
せ
る
古
き
書
画

・
置

物
等
が
陳
列
さ
れ
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

た
。
さ
て
、
宴
会
は
酒
も
入
り
、
カ
ラ
オ

ケ
で
盛
り
上
が
り
大
盛
況
だ

っ
た
。
露
天

風
呂
で

一
日
の
疲
れ
を
と
る
。
宿
は
、
食

事
も
建
物
も
す
べ
て
和
風
で
、
許
か
な
た

た
ず
ま
い
は
、
皆
に
好
評
の
よ
う
だ

っ
た
。

翌
日
も
天
気
良
し
。
善
光
寺
は
入
母
屋

造
り
で
、
日
本
最
大
を
誇
る
本
生
、
今
年

は
御
開
帳
。
前
立
本
革
の
阿
弥
陀
如
来
の

右
親
指
に
ネ
が
結
ば
れ
、
そ
の
ネ
は
綱
に

つ
な
が
れ
、
本
堂
前
の
大
回
向
柱

へ
と
続

く
。
参
拝
者
は
、
こ
の
回
向
柱
に
触
れ
る

と
前
立
本
事
に
触
れ
た
と
同
じ
功
徳
が
あ

る
と
い
わ
れ
、
我
先
に
と
、
こ
の
柱
に
手

を
触
れ
て
大
変
な
賑
わ
い
で
あ

っ
た
。

１１
時
出
発
、
更
埴
あ
ん
ず
の
里
に
到
着
。

楽
し
み
に
し
て
い
た
あ
ん
ず
の
花
は
散

っ

て
い
て
、
わ
ず
か
に
残

っ
た
花
で
記
念
写

真
、
残
合
だ

っ
た
″

昼
食
に
、
腰
の
あ
る
信
州
そ
ば
を
味
わ

い
、
小
詣
城
址
懐
古
園

へ
。
こ
の
城
は
、

全
国
的
に
珍
し
い
城
下
町
よ
り
低
い
穴
城

で
、
お
も
に
戦
闘
式
な
建
物
で
あ

っ
た
と

か
。
残
合
な
こ
と
に
、
あ
ま
り
時
間
が
な

く
足
早
に

一
巡
す
る
。
こ
こ
も
、
桜
が
見

事
に
満
開
、
最
後
の
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
切
り
、
長
野
を
後
に
す
る
。

途
中
、
長
野
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
ス
タ
ジ

ア
ム
造
り
等
が
進
め
ら
れ
、
工
事
々
々
の

印
象
が
、
花
と
と
も
に
強
く
残

っ
た
旅
だ

っ
　チ、に。

（小
川
　
茂
）

春
を
求
め
、
日
浦
梅
林
と

附
近
の
丘
陵
散
策

と
　
き
　
一二
月

一
一
日
側

コ
ー
ス
　
Ｊ
Ｒ
田
浦
駅
―
田
浦
梅
林
―

上
二
子
山
―
長
柄
橋

絶
好
の
ウ
ォ
ー
ク
日
和
、
九
時
半
に
田

浦
駅

へ
集
合
し
た
参
加
者

一
六
名
。
今
回

の
コ
ー
ス
は
地
図
を
開
い
て
み
る
と
、
三

浦
半
鳥
を
横
断
す
る
楽
し
そ
う
な
散
策
と

大
い
に
期
待
す
る
。

昨
年
の
回
浦
梅
林
は
、
大
雨
の
た
め
中

止
。
今
年
は
暖
冬
の
た
め
、
梅
の
花
は
来

年
の
お
楽
し
み
で
し
た
が
、
天
候
に
恵
ま

れ
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
落
伍

者
も
な
く
、
全
員
ニ
コ
エ
コ
顔
で
解
散
す

る
事
が
出
来
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
存
じ

ま
す
。

善光寺山門前にて
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こ
の
コ
ー
ス
は
人
気

コ
ー
ス
な
の
か
、

途
中
何
組
か
の
ハ
イ
カ
ー
と

一
緒
に
な
り

ま
し
た
。
き
つ
い
登
り
に
は
ロ
ー
プ
も
あ

り
快

い
汗
を
か
き
ま
し
た
。

難
を
い
え
ば
、
指
導
標
が
し
っ
か
り
し

て
い
な
い
の
で
、
右
か
左
か
ま
た
上
の
道

へ
行
く
の
か
迷
い
ま
し
た
。

（石
川
泰
子
さ
ん
の
お
葉
書
か
ら
）

○
歴
史
散
歩

（第

一
五
回
）

と
　
き
　
平
成
九
年
四
月
二
四
日
的

と
こ
ろ
　
茅
ヶ
崎

（懐
島
）
歴
史
散
歩

参
加
者
　
一三
二
名

解
　
説
　
特
別
講
師
　
荒
井
太
郎
氏

Ｊ
Ｒ
茅
ヶ
崎
駅
前

（バ
こ

十
円
蔵

（徒
歩
）
―
神
明
神
社
―
輪
光
寺
―
懐
島

山
の
碑

（九
州

鳥
津
氏
始
祖
忠

久
の
胞
衣
を
埋

め
た
塚
）
―
宝

生
寺

（昼
食

講
話
　
国
重
文

本
革
拝
観
）
―

竜
前
院

・
鵠
峯

人
幡
宮
―
登
象

（バ
ス
）
―
茅

ヶ
崎
駅

（午
後

三
時
）
駅
前
で

一

解
散
、
快
晴
に
恵
ま
れ
た
楽
し
い
一
日
で

あ

っ
た

。

○
歴
史
散
歩

（第
二
八
回
）

と
　
き
　
平
成
九
年
一
月
二
三
国
内

と
こ
ろ
　
神
奈
川
自
治
会
館

テ
ー
マ
　
武
田
信
玄
の
娘
信
松
尼

（亡
き
婚
約
者

へ
の
貞
節
）

参
加
者
　
一二
五
名

特
別
講
師
　
荒
井
太
郎
氏

東
京
都
八
王
子
市
台
町
に
菅
洞
宗
武
田

山
信
松
院
と
い
う
寺
が
あ
る
。
開
墓
は
松

姫
、
開
山
は
舜
悦
卜
山
、
創
建
は
天
正
年

間

（
一
五
七
三
十
九
二
）
と
い
わ
れ
て
い

”る
。松

姫
戦
国
時
代
の
雄
、
武
田
信
玄
の
六

女
と
し
て
、
永
禄
四
年

（
一
五
六

一
）
に

生
ま
れ
た
。
母
は
信
玄
の
父
信
虎
に
成
ほ

さ
れ
た
油
川
彦
八
郎
信
恵
の
孫
琴
姫
で
あ

〕る
。永

禄

一
〇
年

一
一
月
、
松
姫
七
歳
の
時
、

織
田
信
長
の
嫡
男
信
忠

一
一
歳
と
婚
儀
が

と
と
の
っ
た
。
も
と
よ
り
今
す
ぐ
結
婚
と

い
う
わ
け
で
無
く
、
計
嫁

（
い
い
な
ず
け
）

の
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
あ

っ
た
。
両
家
の

間
で
豪
華
な
結
納
が
交
わ
さ
れ
た
。
信
玄

は
松
姫
の
た
め
新
館
を
建
て
そ
こ
に
住
ま

わ
せ
た
。
松
姫
は
少
女
か
ら
次
第
に
大
人

の
世
界
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
胸
中
に
未
だ

見
ぬ
婚
約
者
信
忠
を
思
慕
す
る
乙
女
心
が

膨
ら
み
、
未
来

へ
の
甘
い
夢
が
点
減
す
る

や
が
て
較
綻
が
音
も
無
く
や
っ
て
来
た
。

元
亀
三
年
、
信
玄
は
家
康
と
四
方

ヶ
原
で

戦

っ
た
が
、
こ
の
時
信
長
が
家
康
に
援
軍

を
送
る
と
い
う
事
態
が
起
き
た
。
そ
れ
に

続
く
野
田
城
攻
め
の
最
中
、
信
玄
は
持
病

が
悪
化
し
て
陣
中
で
没
し
た
。
松
姫
と
信

忠
の
婚
約
は
沙
汰
止
み
と
な
っ
て
し
ま

っ

た
。
そ
の
後
武
田
家
の
麦
運
は
色
こ
く
、

天
正
十
年
織
田
徳
川
連
合
軍
の
甲
斐
攻
め

で
惨
敗
、
勝
頼
始
め

一
族
は
天
目
山
の
露

と
消
え
た
。

松
姫
は
兄
勝
頼
の
言
葉
に
従
い
、
武
州

八
王
子
に
逃
げ
同
地
の
心
源
院
に
身
を
寄

せ
た
。
そ
れ
か
ら
三
月
後
に
本
能
寺
の
変

が
起
き
、
か
つ
て
の
婚
約
者
信
息
も
自
兄

し
て
果
て
た
。
松
姫
は
悲
嘆
の
余
り

「あ

あ
信
忠
さ
ま
、
わ
た
し
は
仏
弟
子
と
な
っ

て
貴
方
の
苦
提
を
弔
い
ま
す
」
と
仏
門
に

入
り
、
信
松
尼
と
号
し
た
。
信
忠
の
信
と

松
姫
の
松
を
取

っ
て
信
松
尼
と
し
た
の
で

あ
る
。
松
姫
三
二
歳
。

信
松
尼
は
三
四
年
間
、
人
王
子
の
庵
に

住
み
、
村
人
に
蚕
を
飼
い
糸
を
紡
ぐ
こ
と

を
教
え
た
。
近
年
人
王
子
が
織
物
の
町
と

し
て
栄
え
た
始
ま
り
で
あ
る
。
元
和
二
年

（
一
六

一
六
）
四
月
、
信
松
尼
は
花
咲
か

ぬ
女
の
生
涯
を
終
え
た
。
五
六
歳
。

信
松
院
殿
月
峯
永
琴
禅
定
尼
（合
掌
）

〇
歴
史
教
ヨ

（第
二
九
回
）

東
慶
寺
に
眠
る
人
々

と
　
き
　
上ハ
月
二
〇
日
０

と
こ
ろ
　
神
奈
川
県
民
セ
ン
タ
ー

（横
浜
駅
西
日
旧
県
政
総
合

セ
ン
タ
ー
）

特
別
講
師
　
荒
井
太
郎
氏

○
歴
史
散
歩

（第

一
六
回
）

東
慶
寺
と
そ
の
近
辺

と
　
き

　
一
〇
月
下
句

と
こ
ろ
　
鎌
倉
市
東
慶
寺
周
辺

○
健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
会

「秋
の
植
物
を
訪
ね
て
」
（仮
題
）

と
　
き

　
一
〇
月
中
～
下
旬

コ
ー
ス
　
候
補
地
選
定
中

○
旅

行

の

会

「紅
葉
湖
面
に
映
え
て
」
（仮
題
）

と
　
き

　
一
一
月
中
～
下
旬

コ
ー
ス
　
候
補
地
選
定
中

の
で
あ

っ
た
。

宝生寺にて堀江住職とともに

信松尼像
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同
じ
ク
ス
リ
を
長
い
こ
と
飲
み
続
け

て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
効
か
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ク
ス
リ
は
肝
臓
で

処
理
さ
れ
て
外

へ
排
出
さ
れ
ま
す
が
、

長
い
こ
と
そ
の
ク
ス
リ
に
接
し
て
い
ま

す
と
、
肝
臓
で
そ
れ
を
処
理
す
る
酵
素

の
働
き
が
よ
く
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

そ
う
す
る
と
ク
ス
リ
が
き
た
と
き
に
、

そ
れ
を
さ
っ
さ
と
処
理
し
て
、
効
か
な

く
し
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き
は
、
ク
ス

リ
の
量
を
増
や
し
た
り
、
種
類
を
か
え

ま
す
。

症
状
が
な
く
な
る
と
ク
ス
リ
を
や
め

た
く
な
り
ま
す
が
、
自
分
で
勝
手
に
判

断
し
て
や
め
る
と
、
危
険
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

た
と
え
ば
高
血
圧
の
ク
ス
リ
を
飲
ん

で
い
る
人
が
、
血
圧
も
下
が
り
気
分
も

よ
く
な

っ
た
と
勝
手
に
や
め
る
と
、
リ

バ
ウ
ン
ド
と
い
っ
て
、
か
え

っ
て
血
圧

が
急
に
あ
が
っ
て
、
脳
出
血
な
ど
の
発

作
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

よ
く
な
っ
た
よ
う
で
も
、
お
医
者
さ

●
自
分
勝
手
に
や
め
て
は
い
け
な
い
０

ん
に
相
談
し
て
、
別
の
降
圧
剤
に
か
え

る
と
か
、
少
し
ず
つ
量
を
減
ら
す
と
か

し
て
、
だ
ん
だ
ん
に
や
め
て
い
き
ま
す
。

漬
場
の
ク
ス
リ
も
そ
う
で
す
。
冒
漬

瘍
と
か
十
二
指
腸
漬
瘍
は
、
い
ま
シ
メ

チ
ジ
ン
な
ど
の
い
い
ク
ス
リ
が
で
き
て
、

外
科
手
術
を
し
な
く
て
も
治
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
胃
の
病
み
が
お

さ
ま

っ
た
、
ム
カ
ム
カ
し
な
く
な

っ
た
、

食
欲
も
出
た
か
ら
と
、
自
分
で
判
断
し

て
ク
ス
リ
を
や
め
ま
す
と
、
潰
場
が
ま

だ
残
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
こ
か
ら
急

に
出
血
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
抗
生
物
質
の
使
い
方
は
き
ち

ん
と
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
抗
生

物
質
を
飲
ん
で
菌
が
制
圧
さ
れ
る
と
、

熱
が
下
が
っ
た
り
し
て
す
ぐ
症
状
が
軽

く
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
菌
は
全
減
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
も
う
れ
つ

に
働
い
て
い
た
分
が
お
さ
え
ら
れ
た
だ

け
で
す
か
ら
、
そ
こ
で
ク
ス
リ
を
や
め

る
と
、
残

っ
て
い
た
菌
が
ぶ
り
か
え
し

て
き
ま
す
。
そ
れ
が
お
そ
ろ
し
い
の
で

す
。
こ
う
い
う
菌
は
そ
れ
ま
で
の
抗
生

物
質
に
抵
抗
力
を
も
つ
よ
う
に
な
る
の

で
、
あ
る
程
度
の
期
間
飲
み
つ
づ
け
て

残
党
な
り
を
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

院
内
感
染
と
さ
わ
が
れ
て
い
る
Ｍ
Ｒ

Ｓ
Ａ
と
い
う
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
も
、
そ

れ
ま
で
の
抗
生
物
質
が
は
た
ら
き
に
く

い
よ
う
に
変
え
て
し
ま
う
力
を
も
っ
て

し
ま

っ
た
菌
で
す
。
こ
れ
が
は
び
こ
っ

た
大
き
な
原
因
は
、
や
は
り
抗
生
物
質

の
ま
ち
が
っ
た
使

い
方
に
よ
る
の
で

す
。で

す
か
ら
、
い

ま
各
病
院
の
中
で

も
、
業
事
委
員
会

み
た
い
な
組
織
を

つ
く

っ
て
、
抗
生

物
質
の
使
い
方
に

つ
い
て
は
非
常
に

神
経
を
使

っ
て
い

く
体
制
が
で
き
て

き
ま
し
た
。
ま
た

院
内
で
の
消
毒
も

徹
底
さ
せ
て
、
Ｍ

Ｒ
Ｓ
Ａ
を
防
ご
う

と
し
て
い
ま
す
。

合
暮
し
の
一手
掛

か
ら
）

0-157の 二次感染を防ぐキメ手

先
に
大
阪
府
堺
市
や
北
海
道
帯
広
で
猛

威
を
振
い
、
今
年
に
入
っ
て
本
県
は
日
本

一
の
息
者
感
染
が
拡
が
っ
て
い
る
大
腸
菌

０
１
１

５
７
は
、
日
か
ら
入
り
ま
す
か
ら

食
材
は
熱
処
理
が
必
要
で
す
。

■
手
を
よ
く
洗
う

菌
が
口
に
入
る
最
大
ル
ー
ト
は
手
で
す
。

汚
い
話
で
す
が
、
用
使
を
す
る
と
き
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
四
～
五
枚
位
ま
で
は
、

菌
は
、
ら
く
ら
く
透

っ
て
手
を
汚
す
そ
う

で
す
。
で
す
か
ら
、
必
ず
石
け
ん
で
、
保

菌
者
の
い
る
家
庭
で
は
手
を
洗
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

そ
れ
と
、
家
庭
の
風
呂
で
の
感
染
を
防

ぐ
た
め
に
入
浴
す
る
と
き
、
必
ず
肛
門
を

石
け
ん
で
よ
く
洗

っ
て
菌
が
風
呂
湯
の
中

で
繁
殖
す
る
の
を
予
防
す
る
こ
と
も
大
切

で
十
ア。　
　
　
　
　
　
（細
菌
学
者
の
お
話
か
ら
）
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昨
年
、
こ
だ
ま
会
が
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
企
回

容
者
中
、
約
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
々
が

相
続
や
遺
言
な
ど
で

「
困
っ
て
い
る
」

と
回
容
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
遺
言
の
基
礎
知
識
や
実
際

に
作
成
す
る
場
合
の
留
意
点
な
ど
概
説

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
遺

言
に
は
難
し
い
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、

厳
密
に
言
お
う
と
し
ま
す
と
、
ど
う
し

て
も
長
く
な
っ
た
り
、
く
ど
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
多
少

厳
密
さ
に
は
欠
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
あ
ま
り
組
か
な
こ
と
に
深
入
り
せ

ず
、
遣
言
に
つ
い
て
大
筋
の
理
解
を
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
観
点
か
ら
記
述
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

口

日

一一向
亀

輝

品

る

⌒制
限
は
あ
り
ま
す
が
）
手
段
と
な

っ
て
い
ま
す
。
遺
言
法
が

「身
分
法
」

的
規
定
か
ら

「財
産
法
」
的
規
定
に
移

行
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
は
、
こ

の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
ま
す
。

日

暑

出

そ
れ
で
は
、
私
た
ち
は
な
ぜ
遺
言
に

よ
っ
て
、
自
分
の
財
産
や
権
利
を
自
由

に
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

つヽ
か
。

そ
れ
は
、
人
は
生
き
て
い
る
間
だ
け

で
な
く
、
遺
言
に
よ
っ
て
自
分
が
死
ん

だ
後
に
お
い
て
も
、
財
産
や
権
利
な
ど

の
法
律
関
係
を
支
配
で
き
る

（遺
言
自

由
の
原
則
）
と
い
う
考
え
方
が
、
社
会

的

・
法
律
的
に
成
り
立
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。

な
お
、
遣
言
者
は
遺
言
を
い
つ
で
も

書
き
直
し
た
り
、
縦
回
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

口

暑

出

遣
言
は
法
律
行
為
で
す
か
ら
、
そ
う

い
う
行
為
を

一
人
で
行
う
能
力

（意
思

能
力
）
が
な
い
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
し
た
が

っ
て
、
遺
言
を
す
る
に

は
幾
つ
か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。　
一
つ

は
年
齢
の
条
件
で
す
。
遣
言
が
で
き
る

の
は
、
満
十
五
歳
以
上
の
者
に
限
ら
れ

ま
す
。
成
年
で
な
く
て
も
よ
い
の
で
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
年
齢
的
に
は
み
ん
な

有
資
格
者
で
す
。

満
十
五
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
い

い
か
と
い
う
と
、
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

意
思
能
力
が
な
い
人
は
駄
目
で
す
。
つ

ま
り
、
精
神
に
障
害
が
あ
っ
た
り
し
て
、

意
思
能
力
を
表
失
し
て
い
る
人
は
有
効

な
遣
言
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ

う
い
う
人
で
も
、
意
思
能
力
を
回
復
し

て
い
る
時
は
、
医
師
二
人
以
上
の
立
会

い
の
も
と
に
遺
言
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
意
思
能
力
を
有
し
て
い
れ
ば
、

禁
治
産
者
で
も
遣
言
が
で
き
る
の
で
す
。

準
禁
治
産
者
も
、
無
論
、
何
の
制
限
も

受
け
て
い
ま
せ
ん
。

（次
回
は
遣
言
の
範
囲
と
そ
の
形
式
）

（生
方
武
羅
夫
）

マ

メ

知

識

書
口
　
①

３
～
４
回
つ
づ
き
で
私
た
ち
に
最
も
関
心
が
強
く

興
味
深
い
遺
言
に
つ
い
て
触
れ
ま
す

「遺
言
」
は
、　
一
般
的
に
は

「
ゆ
い

ご
ん
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
法
律

的
に
は

「
い
ご
ん
」
と
い
い
ま
す
。
遺

言
は
紀
元
前
五
世
紀
頃
の
古
代
ロ
ー
マ

の
法
律
に
既
に
規
定
さ
れ
て
い
た
と
い

い
ま
す
か
ら
、
実
質
的
な
起
源
は
そ
れ

よ
り
も
更
に
古
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

日
本
で
は
人
世
紀
初
め
の

「養
老
令
」

に
初
め
て
登
場
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
遺
言
の
歴
史
は
非
常

に
古
い
の
で
す
が
、
そ
の
性
格
は
時
代

と
と
も
に
変
遷
し
て
い
ま
す
。
遺
言
は
、

昔
は
財
産
の
分
散
を
防
ざ
、　
一
人
の
相

続
人
に
財
産
を
継
承
さ
せ
る
手
段
と
し

て
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
現
代
で
は
、
遺

言
者
が
自
分
の
財
産
を
自
由
に
処
分
す
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今
年
も
物
価
ス
ラ
イ
ド
な
し

昨
年
度
に
続
き
今
年
九
七
年
度
も
公
的

年
金
の
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
年
金
額
の
引
上

げ
が
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
物

価
ス
ラ
イ
ド
制
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
前

年

一
年
間
の
全
国
消
費
者
物
価
の
動
向
に

応
じ
て
年
金
額
を
改
定
す
る
制
度
で
す
。

昨
年

一
年
間
の
消
費
者
物
価
は
○

。
一
％

上
昇
し
ま
し
た
が
、
政
府
は

一
昨
年
物
価

が
①

・
一
％
下
が
っ
た
時
、
年
金
額
を
据

え
置
い
た
た
め
相
殺
し
て
ス
ラ
イ
ド
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
は
年
金

給
付
が
受
給
者
の
生
活
保
障
で
あ
る
以
上

か
か
せ
な
い
制
度
で
す
が
そ
の
他
、
公
的

年
金
で
は
物
価
の
上
昇
に
た
い
す
る
補
填

の
み
で
な
く
五
年
毎
に
年
金
給
付
水
準
の

見
直
し
を
行
い
、
現
役
勤
労
者
の
賃
金
上

昇
に
見
合

っ
て
年
金
額
を
引
上
げ
て
い
ま

す
。
前
回
の
見
直
し
は
九
四
年

（平
成
六

年
）
に
実
施
さ
れ
年
金
額
が
引
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
現
役
勤
労
者
世
帝

の
所
得
の
約
六
人
％
の
年
金
水
準

（夫
が

厚
生
年
金
　
妻
は
国
民
年
金
受
給
者
）
が

保
た
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
金
生
活
者

い
じ
め
始
ま
る
…

九
九
年
の
年
金
水
準
見
直
し
を
前
に
、

今
年
の
夏
頃
か
ら
厚
生
大
臣
の
話
問
機
関

年
金
の
将
来
は
ど
う
な
る
…

で
あ
る
年
金
審
議
会
が
開
か
れ
る
予
定
で

す
が
、
今
年
の
初
頭
か
ら
厚
生
大
臣
な
ど

政
府
関
係
者
に
よ
っ
て
少
子
高
齢
化
社
会

を
理
由
に
「
年
金
給
付
水
準
は
高
す
ぎ
る
」

「
年
金
額
の
引
下
げ
し
か
な
い
」
な
ど
の

発
言
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
う
け
て

新
聞
な
ど
で
も

「
高
齢
者
は
リ
ッ
チ
だ
」

「
弱
者
と
は
い
え
な

い
」
「
現
役
世
代
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
か
く
」
な
ど
と
い
う
論
調

が
目
立
ち
、
結
論
と
し
て

「
将
来
の
年
金

水
準
低
下
や
む
な
し
」

（朝
日
新
聞
　
論

壇
）
と
い
う
と
こ
ろ
へ
世
論
の
誘
導
が
見

ら
れ
ま
す
。
九
九
年
の

「
年
金
改
正
」
の

具
体
的
な
中
身
は
ま
だ
明
ら
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
新
聞
報
道
な
ど
で
は
支
給
開

始
年
齢
六
五
歳
実
施
の
前
倒
し
、
六
七
歳

へ
の
引
上
げ
、
車
業
主
婦
の
保
険
料
負
担

な
ど
と
と
も
に
、
年
金
額
改
定
の
凍
結
、

物
価
ス
ラ
イ
ド
は
基
礎
年
全
部
分
の
み
と

い
う
よ
う
な
年
金
受
給
者
に
直
接
影
響
す

る
部
分
も
み
ら
れ
ま
す
。
医
療
保
険
制
度

の
改
忍
、
介
護
保
険
創
設
に
伴
う
負
担
増

と
相
倹

っ
て
高
齢
者
い
じ
め
は
益
々
強
ま

っ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
社
会
で
は
仕

方
が
な
い
の
か
、
社
会
保
障
の
拡
充
は
国

民
の
権
利
な
の
か
、
い
ま
問
わ
れ
て
い
る

の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｙ
）

鈴
木
サ
ブ
ち
ゃ
ん
出
演
〃

ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ス
ク
ラ
ム
」
に

去
る
二
月

一
四
日
、
県
職
労
５０
周
年
記

念
の
劇
に
、
鈴
木
三
郎
幹
事

全
死
委
員
長
）

が
歌
っ
て
踊
っ
て
の
熱
演
、
観
客
を
大
い

に
湧
か
せ
た
。

ロープで形どった県庁で

革新県政を喜本一

50年間のスクラムで吏雇員斗争、

機動隊との対決、農民との共斗

↓などの斗いを勝ちないて…

『加
入
の
お
す
す
め
、
と

会
費
納
入
御
案
内
』

「
退
職
者
こ
だ
ま
会
」

へ
加
入
御
希

望
の
方
に
は
、
規
約

，
入
会
申
込
書
、

会
費
振
込
用
紙
な
ど
お
送
り
し
ま
す
。

お
申
込
く
だ
さ
い
。

●
所

在

地

〒
２３‐
　
横
浜
市
中
区
本
町
四
の
三
七

神
奈
川
県
職
労
事
務
局
内

（３
Ｆ
分
室
）

「
退
職
者
こ
だ
ま
会
」
宛

（電
話
）
〇
四
五
（２０‐
と

一
一
一

（内
線
七
九
五
三
）

〇
四
五
（２‐２
と

二

七
九

会
費
関
係

０
入

〈広
金
　
な
し

０
終
身
会
費
　
一
一五
、

な
お
、
年
会
費
三
、

あ
り
ま
す
。

○
○
○
円

〇
〇
〇
円
も
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